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イーゴリ遠征誇

〈承前)

木村彰一訳

57. トロイアのたたかいは遠い昔の物語，ヤロスラーフの御代もすぎ，かのオレークの，ス

ヴャトスラーフの子オレークのいくさも今は語予草.

58.このオレークこそ，その昔，ー鈎もって愚雲をよび，全地に矢の雨をふらせたる者.

59. この公出揮のみぎり法，必ずトムータラカンの町でこがおのあぶみを踏んだ.

57. iトロイアのたたかい.J--JCt.qH (= ct.qも)TpOHHH， P A B包 H TpOHHH. La Geste は
Slovoの中に Troia戦争の reminiscence を見ょうとしていますから (14の註参照)， 1812年に

焼失した原写本を読んで、いた Karamzinの証言を生かして PAの Bも可日を cもqHと読み， r (Tro誌

の)たたかい」と解するわけです. ただし， もし多くの研究者たちが考えているように， TpOHHが

古代ロシアの神話的人物の名であるとするなら(例えばLixacev，op. cit.， 385， 408; R. Nahtigal， 
Staroruski ep， Slovo 0 polku 19orevε， Ljubljana， 1954， 67 f.， 75)， P A の Bも可日 (=BもUH) をそ

のまま残して， '(Trojanの)時代」と訳することにな9ます.なお Nahtigal(75)は， B1る可波を採
用する理畠として次の zも花見pOCJIaBJI冗との相応をあげ，この醤所は異教時代， Jaroslav Mudryj 
の黄金時代，及びその孫、 01egSvjatoslaviとの持代のみつつを列挙しているものと解しています

(Lixばev，408もほぼ詞ひ.しかし，悲見によれば，もし Nahtigal，Lixa匂vのように解釈するなら

この三つの時代の列挙は，この作品の主人公 19or'のぞくする 12世紀末の時代とどのような関聯に

おいてなされたか，ということが疑問として残ると思われます. 19or'の時代はいわば01egの時代の

連続で，諸公の抗争による Rus'の危機が去るどころかますます深刻住しつつあった時期ですから，も

し作者が時代を爵題としているとするなら，危機の時代のはじまりを主す Olegの「遠1iE.J(I1JI'bUHち
だけをきりはなして，作者が憧慢してやまない神話持代， Jaroslavの時代とならベる必然性はむしろ

稀薄です.又この笛所の動詞は. 6bIJIH， MHHy JIa， 6bIJIHと，いずれもいわば「回顧的な.Jtense で

ある perfectを用いていること，又 66に JTO 6bIJIO B'b T磁 paTH(P A ，) H B'b TbI I1JIもKbI(A 

I10JIKbI) というふうに同じ perfectによって今度はあきらかに過去の「戦争J ないし「遠征」のこ

とが語られ，しかもそれらが 19or'Svjatosl訂正の「遠征」と対比されていること(Ja CHueH paTH 

He CJIbI也知的誌とくに注目にあたし、します. これらのことを考えあわせるなら. 57の PABも耳目

を cも可日に変え，作者は「前代未鴎.J(66)の 19or'の「遠征」を更にきわだたせるために，過去の

三つの時代の f戦争.J(，時代」そのもので誌なく)を引合いに出したものと考える方がより妥当では

なし、かと豆、われます.

ヤロスラーフ一一一5のそれと同じく JaroslavMudryj Ct 1054). 
オレ-7 --Oleg Svjatoslaviと(<<Gorislavib>， t 1115)， Jaroslavの孫， 19or' Svjatoslav誌の程
父，はじめ Tmutarakan'の公，後に Cernigovの公.伎は Cernigovの ol'govi訟の祖で， Vla-

dimir Monomaxの宿敵でした.なお 58-59の註参照.

58-59. 57にその名の出た Olegの父 Svjatoslavの亮 (1076)後，その兄弟 Vsevolodが Cer-

nigovの公位につきました 01egははじめ Vsevolodのもとにいましたが， 1078年 Tmutarakan'

iこ逃れ，間年，翌 1079年，及び 1094年の 3度にわたって Cernigovに遠征をこころみ， 最後の

遠征によって Cernigovの公イ立を Vsevolodの子 VladimirMonomaxから奪回しました〈年代記

Lavrentij本 1077，1078， 1079， 1094年の項参照，除村訳では 146f.， 151， 170 f.). なお 01egは終

始 polovcyの味方で， 3度の遠征の度ごとに彼らの援助をあおいだため，年代記作者によって筆誌を

加えられていますが(年代記，除村訳 171)，Slovoの作者は， eernigov遠征において大義名分のあ

ったのはむしろ Olegであるという理由から，どうやら設にたいして年代記作者程の悪意はもってい

ないように患われます.なお 61の註参原.

「こがねのあぶみを踏む.J(59) とむ、う表現は 26にも捷われています，征途にのぼる」 という意

味の古代ロシア語特有の表現です.
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木村彰一訳

60. その音をいにしえの大ヤロスラーフも心してきき，

61.又チェノレニーゴフなるフセーヴォロトの子ヴラジーミルも朝くるごとに耳をおおっ

た.

62.おごりゆえに神のさばきをこうむったはヴャチェスラーフの子ボ、リース.若くいさま

しきオレーク公をばはずかしめたむくいに，経かたぴらにつつまれて，積野の青草に

身をよこたえた.

60. iいにしえの大ヤロスラーフもf ーここは PAともに.QaB組員 BeJIHKbI註兄pOCJIaBbCbIH'b 

BCeBOJIOiKb (A・も): a BJIa瓦HMip'b.. .となっており，これを兄pOCJIaBJIbCbIH'b BCeBOJIO江もと

読んで上記 Olegの最初の 2度の遠征の桔手であった Jaroslavの子 Vsevolodを指すものとする

読み方もあるようですが(例えば A.Obr幸bska-JabJ:onska，op. cit. 103， 122)，しかし (60). . . 

兄予OCJIaBb. (61) A CbIH'b BCeBOJIOiKb BJIa.QHMip'b. . .というふうに punctuation と接続詞 a

の位置をかえるだけの J(及びその他多くの注釈者〉の読み方の方が正しいように思われます. ただ
し，すでに 1054年に死んだ Jaroslavが「心してきいたJ ことになっている Olegの「こがねのあ

ぶみを踏む」音は，ここではLixaとev(411) が考えるようにただ漠然と公達の関の内乱を指すので

辻なく， M. Szeftel (La Geste， 114)が指摘しているように， Olegと同じく Tmutarakaぜから

Cernigovへ入り， Listven'河の戦い (1024)で Jaroslavをやぶった MstislavVladimiroviとの

遠征を指すものであることはあきらかです.年代記 Lavrentij本 1024の項(挨村訳では 104ff.)を

参照.

61. i朝くるごとに耳をおおったJ一一年代記 Lavrentij本 1094の項(除村訳では 170f.) によ

れば Olegの第三の遠征 (58-59の註参照)の相手であった VladimirMonomax Ct 1125)は， Oleg 
が Cernigovに追った時あえて出撃しようとはせず町に麓竣し，又 iOlegと和を結び¥町から出て，

Perejaslavl'の父の玉座へと赴いたj ことになっています.これは Vladimirがいわば Cernigovの

公位のさん奪者である Vsevolodの子であるため，町の住民の支持が得られぬことを恐れたためでし

ょう. (Olegの 1078年の遠征の時も， Cernigov人達は Vladimir~こ故対しています.徐村訳 148
参照). Vladimirが「耳をおおったJ という比喰的表現にはいろいろの解釈があるようですが(例え

ば A.Obr~bska-JabJ:oó.ska， 122 f参照よ要するに上記の事実，つまヲ彼が図工にこもってあえて
Olegと戦おうとしなかったことを指していると患われます (LaGeste， 115参照).

62. r経かたびらにつつまれて，噴野の青草に身をよこたえたJ一一-J EopHca 2Ke. . . CJIaBa. . 
Ha KaBbIJIy (PA KaHHHy) 3eJIeHy rrarrOJIOMy rrOCTJIa. PAの KaHHHyは吉来問題になっている

語です.)11の名とする注釈者もありますが(例えば Lixa色町 412;なお Nahtigal，76をも参照)， J 
は N.Tixonravov以来の多くの研究者と同乙く， Zadon記ina(Undol'skij文章本)の Ha3eJIeH色

KOBbIJIもTpaBも，その能の parallelpassagesによって KaHHHyを KaBbIJIy(stipa pennata，はね

がや)に訂正しています.なおLixacev，84， 412; Nahtigal， 35泣 3eJIeHyを rrarrOJIOMyにかけ

て訳していますが，もし KaHHHyを KaBbIJIyと訂正するならこの形容読は当熟 KaBbIJIy にかける

べきです.

「ヴャチェスラーフの子ボリースJ一一-Boris V jaeeslav誌は OlegSvjatoslaviとのいとこ Vse-

volod の不在中 Cernigovの公位につきましたが， 813後 Tmutarakaげにはしり， 1078年 Oleg

と共に Cernigovを攻め (58-59の註参照)，いったんは Vsevolodをやぶって Cernigov (-，こ入り

ました.その後の事情は年代記 Lavrentij本によれば次のとおりです:了そして Vsevold は Kiev

の，おのれの兄 Izjaslavのもとへ来た・・・ そして Izjaslav は息子 Jaropolk と共に， 又 Vse-

volodは息子 Vladimirと共に進発した・・・そして Olegは Boris ~こ云ったIf"我らは彼らに立ち

むかうことはするまい，我らは四人の公に対抗することはできない.叔父たちに使をおくって(和議

を)乞おう・J すると Borisが彼に云ったIf"汝わが戦備ととのえるを見よ，我は彼らすべての散であ
る・J設は神が散慢なる者に敵対すること・・・を知らず大いに誇った{参照 Slovo62ー「おごりゆえ神

のさばきをこうむったは・・・ポリース...J)'しかして彼ら二人は(公達に)むかつて進発した.再軍が村

のそばの Nezatinanivaにあって相会した時

，..- 可F 司岡. ~回開-，



イーゴリ遠征語

63. その同じ嘆野から，スヴャトポルクも，二頭のマジャール馬のあいだ、にのせてみと 9

つつ，なき父を，キエフなる聖ソフィアのみ寺へとはこんだのだ.

64. かくてゴリスラーヴァの子なるオレークの代に，いさかいのたおはまかれて芽をふき，

ダージポークの孫らは貧にしずみ，公たちのあらそいに，民のいのちは廷そるばかり.

「若くいさましきJ一一xpa6paH MJIa，lla KH兄3克.ある i主釈者たち〈例えば Lixaeev，412; 
N ahtigal， 76)はこの二つの形容語を Borisiこかけていますが，雪頭の BopHca双e.. . と大分は

なれている点に無理があり，又 contextから云っても， この二つの形容詞は「おごりゆえに神のさ

ばきをこうむった-.lizgojの Borisよ9辻， Cernigovの公位の王当な継承者であり，恐らくこの意
味で Slovoの作者も一種の同惜を持っているかに見える 01egにかけるのが適当であるようです
(La Geste， 188の Jakobsonの訳，及び O訟をbska-Jabronska，123参照).

63. iその同じ嘆里子から」一-JCも TO刃 iKeKaBhIJIhI， P A C'h TOiIiKe KaiIJIhI. KaiIJIhlにしろ
KaBhIJIhIにしろ， 62で培示されていると同じ (TO刃双e) Neiatina niva を指すことはあきらかで

す.多くの注釈者たち(例えば Lixacev15， 414; Nahtigal， 34; Obr空bska-Jabronska，103， 123) 

辻， PAの Ka完JIhIを残し，これは Igor'の悲劇の場面であるJIIの名が Nezatinanivaのたたかい
のいわば metaphor (くくmetaforyczneporownanie>> -Obrをbska-Jabron虫色 123) として沼いられ

ているという風に解するようですが， Jはむしろ Cも TO完 iKeによって示される論理的なつながり
の方を重要視して， 62の KaHHHY>KaBhIJIyの訂正を 63へも及ぼしています.

スヴャトポルクー-Svjatopolk，上の年代記からのヨ開にある Nezatinanivaの戦いで死んだ

Izjaslav Jaroslav誌の子.年代記 1078年の項 ((Pov.vr. let， 1， 133，除村訳で辻 149)によれば，

Izjaslavの遺骸は聖母教会 CllepKoBhCB5ITO註Eoropo，ll沼UhI，又の名瓦eCiITHHHa完 uepKOBh)，こ

安置されたことになっており， Slovoの叙述と矛君するように見えますが， M. Szeftel はドイツの

年代記作者 Thiethmar(Dietmar) von Mersebuτgの記事を引いて，聖母教会が llepKoBhCBiITO註

Co中HHともよばれていたことを立証しています (LaGeste， 116). 
γみとちつつ・・・はこんだr一一JIIOJIeJIも克 (PA IIOBeJI1主的 Svjatopolk は当時のロシアの習慣

に従って前後にならベた 2頭の馬を 2本のさおでつなぎ，その上:こ担架をのせて，父の遺骸をはこば

せたものと見えます.しかも，その際，提動をできるだけ少くするために，左ないし右の前後の足を同

時に踏み出すように訓練された馬(参照 :P及び JMe)KぇIO. • . HHOXO，llhUhI，但しこの訳文で辻省

略)が用いられたという事清は Potebnja以来の IIOBeJIも51>IIOJIeJIも冗(Jakobsonわ訳文では yKa-

"lIHBa兄.. . CHap5IえHJI，La Geste， 188)の訂正の理由のひとつになっています.Lixacev (15， 414)は

Svjatopolkが Nezatinaniva のたたかいに参加しなかったという理由で IIOBeJIも匁を IIOBeJIも

匁TH(=IIoBeJIeJI IIpHBe3TH) と訂正していますが，この訂正は前のものより無理な上に， あまりに

散文的な気持がいたします.Jakobson (La Geste， 84)の指擁しているように，なるiまど Izjaslavの

遺接を Kievにはこんだのは Svjatopolkでなく，その兄弟 Jaropolkですが，しかしこの二つのよ

く奴た名前の混同は大いにあり得ることであ!J，それに IIOJIeJIも兄は causative と取っても-[部こ

さしっかえがないわけです.

64. iゴリスラーヴァの子なるオレークの代に」一-IIPHOJI3もrO予HCJIaBJIHQH. Olegの父辻

Svjatoslavですから，当然 CB5ITOCJIaBJIH司区とあるべきですが， ここでは故意;こ曾桂父 Vladimir

の不幸な妻 Rognedaのあだ名 Gorislavaから洋った父称が使われています. Rogneda fまVladimir

Svjatoslaviε によって父 (Polockの公豆ogvolod) を殺され，無理強いに妻 iこされ ]aroslav，

話stislav，Izjaslav (Polockの)を生みました(年代記 Lavrentij本 980年の項，除村訳では 58f.， 

63) .そのあだ名 Gorislavaは元来 goreti(もえる)と向ーの語摂から派生した名前ですが， Slovo 

の作者は gore(不幸)に関係づけ rー鋸もって底雲をよび-.l(58)，まus'の民に塗炭の苦しみをな

めさせた (64，65) Olegを Gor
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65. この時ロシアの国原は，農夫らのかたみによび合う声もまばら. しかばねわかっ灰色

からす，珍味にあかんとおめきかわす黒がらすの声のみがまびすしかった.

66. これぞ、げにありし世のいくさのさま.さもあらばあれ，このたびの合戦こそ前代未聞.

夜あけより日のくれまで， 日のくれよりあかつきまで，はがねの征矢はあられととび

かい，かぶとを打つ太万の音，フランクの槍音は，瞬時もやまず野にこだまする.

67. ここボーロヴェツの地の奥ふかく，名もしらぬ遠きひろ野に，軍馬のひずめは黒土を

たがやし，骨はまかれて血潮にうるおう.その骨やがてロシアあまねし哀傷の芽を

ふき出した.

68. きけ，あのどよめきは何の音，あの鈴のねは何の音?

69. この朝まだき，イーゴリ公は，味方の勢をいくさのにわによびかえす，いとしの弟フ

セーヴォロトを見殺しにするにしのびず.

村訳では 62). rダージボ}クの孫ら」は Rus'の民を指しますが，この注目すべき表現の由来につ
いて Jakobson (La Geste， 295 ff.) は極めて興味あるこつの仮説を提出しています. 1.年代記

Ipatij本 1114年の項に IoannesMalalasの年代記のスラヴ語訳の断片が挿入されており，それに

よればエジプトの王 Feostも又は Fest'b(ギリシアの Hephaistos)は Svarogもとよばれ， Feost'b 

のあとをついだ「太陽J (ギリシアの Helios)は Dazhbogもとよばれ，その後を Sir'b(ギリシアの

Osiris)がついだことになっている.この Sir'bは古代ロシアでは rus- と混同される傾向があった

ので Rus'hは Dazhbog'hの孫と考えられるようになった.或いは又， 2. Malalasの原典では

Horusが Osirisのあとをついだことになっている.ギリシア語 Hephaistos，Osirisの He-，0ーは
ロシアでは定冠詞(私的と誤解され Feost'h， Sir'bと云う形を生じたところから見て Horus は

Rusもという形でロシア語に入ったのかも知れない.だとすれば， DaZhbogもの孫とはまさしく Rus'b

である.
なお年代記 Lavrentij本 (Pov.vr. let， 1， 198)にも Feost'h-Svarogも及び Solnce-Dazdhbogも

が出て来ますが， Sir'hははぶかれています.
65. i農夫らのかたみに呼び合う声もまばら」ー一一JpもTKOpaTaeBもKJIHKaxyTh(PA KHKaxyTh). 

KHKaxyTh > KJIHKaXγThの訂正は Sreznevskij以来多くの注釈者によって採用されていますが，
Nahtigal (35)及びLixacev(16， 86)は KHKaxyTbをのこし，それぞれ vzklikali，rroKpHKHSaJIH 

[Ha JIO田aぇeii，pacrraxHBa兄 3eMJIIO] と訳しています.KJIHKaxyThへの訂正は Zadon記ina(Un-

dol'skij文庫本)の parallelpassageに HHpaTaH， HH rracTyxH s' rrOJIもHeKJIHlJyT'とあるこ

とがそのおもな根拠です.KHKaTHという擬声語は Slovoの他の箇所にも使われています(J168の

3er3H~elO. . . KbIlJeTh) し， Nahtigal (77)の主張するようにロシア語(参照 KH可Ka) その他のス

ラヴ語に存在することは事実ですが， Zadonsとinaの parallelpassageがなかったとしても， 65の
contextでは KJIHKaxyTb(Jakobsonの訳では rrepeKJIHKaJIHCb，La Geste 188)のほうがより妥当

であるようです.
67. 戦闘を農耕ないし婚礼 (72，73)にたとえることは，古代ロシア文学及び口碑文学の作品にし

ばしば見うけられます.

69. PAでは 68の.. • lJTO MH 3BeHHTbの後ではなく， 69の rrpe瓦も 30paMH の後に疑問符
がありますが， Jでは疑問符を 3BeHHTbの後にうつしであります; Lixaとev(16) その他の研究者

たちの Pぇase可兄〉江aJIe可eの訂正は全く不必要です i味方の勢をいくさのにわによびかえす」

一一年代記 Ipatij本 1185年の項 (N.K. Gudzij Xrestomatija， 73による)に次のような記事があ
ります i日曜日のあけ方， (Igor'の)軍中にあった Kovui(の部隊)が混乱におちいって逃走しはじ

めた.その時 Igor'は負傷していたため馬に乗っていた.彼は彼らを軍にひきもどそうと欲して，彼

らの部隊に赴いた.Jなおこの後に Igor'が本隊から離れすぎたために帰途 polovcyによって捕えら

れるてんまつが述べられています.
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イーゴリ遠征語

70. たたかうことひと日，たたかうことふたS，一一三Eめのまひる近く，イーゴリの旗は

ついにたおれた.

71.流れも早きカヤルィーの岸に，はらからはたもとをわかっ.

72. 血潮の潜も今はっき，

73. いさましきロシアの子らは，婚礼のうたげをとじた.縁者らを語にあかせて，みずか

らはロシアがためかばねとなって野に伏した.

74.草はなげいて打ちしおれ，木は悲しんで大地にひくく枝をたれる.

75. げに，はらからよ，はや哀傷の持は来た.つわものどもは嘆野の露と消え，

「フセーヴォロトを見殺しにするにしのびずJ 年代記 Ipatij本の上揚の記事より少し後に.-そ

して 19or'法措えられてから，おのれの兄弟 Vsevolodがはげしく戦っているのを見て， 兄弟の死

を見なくてもすむように，自分の魂に死を頼ったJ とあります. なお Slovo69-75の描写が措辞の

上でも年代記 lpatij本のそれと共通点が多いことについては， Jakoるson，The Puzzles of the 19or' 

Tale， <<Speculum>>， Vol. XXVII， No. 1， 59を参摂.

71. ;-はらからlまたもとをわかっ-l--Ipatij本 (Gudzij，Xrestomatija， 74 による) の次の記事

参照.-そしてその時，戦闘の終り近く，彼らは各方面にわけられ， 各自おのれのテントヘ赴いた.

19or'は Targolove族， (わけても)Cilbuk という男にとらえられ， 又設の兄弟の Vsevolod は

Gzaの子 Romanにとらえられた・.'-l 

73. .-禄者らを酒iこあかせてJ一-CBaTbIrrorrOH湿 a. 上述の如く古代ロシア文学;こしばしば見られ

る al1egoryですが，とくに svatyという語が使つであるのは 19or'のみならず多くの哀ロゲの公

たちが polovcyと娼威謁孫にあったという史実(その例についてはじxa色町 417を参東) と無関

係ではないはずです. Igor'については年代記 Ipatij本 (Gudzij，Xrestomatija， 74による〉の「そ

してその時，戦場において， Kon匂kはその svatたるに Igor'について保証を与えた.そのゆえは

彼が負傷していたからであるJ という記事を参照. 19or'の子 Vladimirが捕者;こなっている間に

Konとakの壌と結婚したため， 19or'は Kon匂kの svatとなったわけです.

74. I木辻悲しんで大地にひくく枝をたれる」一一J.lI.peBO c(局 TyrolOKo 3eMJIH rrpeKJIOHHJIO， 

P A .lI.peBO cTyrolO. . • rrpeKJIOHHλOCb.多くの注釈者たち{傍えばLixacev，17; Nahtigal， 36)は

Cと Tyroぬをきりはなすだけで PAのテクストをそのまま承認していますが， J は Zadon記ina

(Undol'skij文庫本その他)の parallelpassageにある aぇpeBecaTyrolO K 3eM♂H rrpeKJIOHH-

IllaC匁{ないし rrpHKJIOH沼田氏兄)及び Slovo自体の J199江手eBOcTyrolO Ko 3eMJIH rrpもKJIOHHJIO

(A rrpeKJIOH沼JIO)によって，上記の知く訂正しています.
75-78. Jakobsonの詳縞な研究によれば (LaGeste， 303百.)， Slovoのこの笛所にほ，年代記作者

も利用している Pataraの Methodiosの非と伝える「黙示録J その能のピザンチン・ブルガリアの

終末観文学，ないし教外典文学の影響が，発想の上でも撞示の上でもありありと現れています.例え

ば y抵 errycTbIH克 CHJIyrrpHKpblλa (Slovo， 75) - H 3eMJIe orrycTelOTb. . . He 60 CyTb paTbHH 
BOH Hb qe，ila rrycTbIHe H Ha orrymeHHe CyTb rrpH泊四 (Pataraの Melhodiosの「黙示録斗;

peKOCTa 60 6paTo 6paTy <<ce Moe， a TO Moe )Ke>>， H Ha司兄回aKH兄3沼 rrpoMaJIOe <<ce BeJIHKoe>> 

MJI'bBHTH， a caMH Ha ce6e KpaMOJIy KOBaTH. A rroraHHiH CO BC1>Xも CTpaHorrpHXO)K瓦axy
C'b n06もえaMHHa 3eMJIIO PyCKylO (Slovo， 77-78) -TOr.lI.a BbCTaHeTb 6paTb Ha 6paTa. . . H 

Ha'lHyTb pe凶H<<a3b eCbMb>>， a .lI.pyrH <<a3b eCbMb)>. . . H cbpa3eTb ce H npoJIもIOTbKpbBb 

MHory，日 6Y.lI.eTbMeTe)Kb BeJIHK'b. . • H Ty rraKHロpH.lI.e 江B1>qeCTH 113MaHJIbTもHb s no-

rrJIもHおTbBCy 3eMJI回 6JIorapbcKylO..・HTy cTBopeTb pa360H BeJIHKo (Videnie Daniila). 

更に又，上揚の Pseudo-Methodiosのスラヴ訳その他当時の Rus'~こ行われていた教外典学文学の

作品に天地創造震による第 7000年紀のおわ引こ.-のろわれたる処女.J (“okajannaja devica" 

Pseudo-Methodios)が黒i毎 (Ponto) から出現し，それと共に世界の滅亡が始まるという予言が見ら

れること，他方 Pseudo-班ethodiosのあるギリシアの versionにやはヲ世界の終末にあたって現れ

る



木村彰一訳

76. ダージポークのたけきすえの関に「よこしまJ があらわれたのだ. その「よこしまJ

は，乙女となってトロイアの国にしのび入り， ドン近き青海原に，白鳥のつばさはた

めかせ，みだれはらむ世をよびさましたのだ.

77. 異教徒ばらとのたたかいに，公達の獲たる勝利も今は夢.兄弟たがし、に「こはわがも

の，これもわがものJ とひしめき合い，公たちは小事を吾して大事となし，やがては

わが身にかえるべきいさかいのたねをまく.

78. かちほこる異教の勢はえたりかしこしと四方よりロシアの国にせめかかる，

定する決定的な譲拠となり得ると Jakobsonは考えます. なぜなら，役によれば， parthenos apδ-
leiaはスラヴ語の文献に odiva(=街路)pogibel'na としてあらわれてお!)，又parthenosadikia 

のスラヴ語訳としては出vaobidaしか考えられないからです(前掲 Jakobson，The Puzzles etc.， 

“Speculum" Vol. XXVII， No. 1， 64をも参照ふなお 19or'Svjatoslaviとの遠征の行われた 85年

は前述天地創造震では 6693年，つまり 7000年紀の第7世紀のおわりにあたっていますが，この年

に起った polovcyの侵入による Ruぎの荒廃がどザ、ンチン・ブルガリアの経末観文学に予言された

世界の滅亡と結びつけて考えられたことも， Jakobsonの指摘するとおり，年代記の 6弱60∞O年代のは
じめと終りの記事に P民se伝印udωO

よつて関接的に証明されます. Slovo， J 15泣2の Hace瓦瓜MぬOM'もb(♂P Ha ce江.lI.b詮MO卦M陀1も叫=斗) B色日f色- としい、う表
現もこのような終末観が 1ロ2世紀末の Rusゲ，の“kr凶1吋i量むzni注k王d" rにこよつて強く意識されていたとνい、うこ
とを考;意霊に入れること;記こよってはじめて充分に理解できるものと思われます.

次に J76の「よこしまJ がドンの近くの青い海の上で「白嘉のつばさをはためかせた.J(BoIIJIe-

CKaJIa JIe6e.lI.HHbIMH KpbIJIbI)という表現が問題になりますが，これについても Jakobsonは中世ギ

リシアの予言文学の中?こその典拠を求めています (LaGeste， 305). 即ち Pannonia平原における

Hun族の脅威について述べたギリシアの LeonMudrecのスラヴ語訳(セルピアの version)にあ

る Ha Yrpexo CJI沼田y兄KOKJIeロJI陪Tb;ぇaame KJIeIIJIIOTb? pa3Be IIJIeI.llTyTh H pHKalOTh H 

rJIaCH HCIIy出TalOTb，KpHJIa IIoTpecalOThがそれで、， Jakobsonは Hun族とテュルク系の polovcy

は Rus'を東方から脅威する遊牧民族として SlovoJ 105 に同時にその名が出ていることを指摘し
(IIO PyCKOH 3eMJIHロpOCTpO出 aCHDOJIOBI.J;H. . . H BeJIHKOe 6y詰CTBOIIO.lI.aCTb XHHOBH)，更に白

鳥がテュルク諸族のトーテムであったというK.H. Mengesの研究 (op.cit.， p. 1 ff.)によって rよ

こしまJ が「白鳥のつばさ(原文は上にあげたように双数でなく複数〉はためかせ，みだれはらむ世を

よびさました」ことは polovcyの浸入によってまus' に危機がおとずれたことを意味するものと解

しています.

以上が Slovo，J 75-78の解釈に関する Jakobsonの周到な研究の大要です.この笛所にかぎらず，

総じて Jakobson(及び百.Gregoire)による Slovoにおけるピザ、ンチン文学の substratumにか

んする研究は， A. Stender-Petersenも云うように (Op.cit. 152)， La Geste中もっとも光彩をはな

っている部分で， Slovoの精神史的背景が先入の予想したよりははるかに広況で奥ふかいものがある

ことを遺骸なく証明し， Slovoを中心とする古代ロシアの作品の研究にたいして将来性のゆたかなひ

とつの新しい研究方向を暗示した点に，劃期的な意義があると思われます.
なおLixacev(418)は従来の多くの研究者たち(例えば Orlov，Peretc) にならって deva-obida

の形象が口碑文学から来たものであると考えていますが，彼のあげている口碑文学からの例は正確に
は deva-obidaではなく， deva-Sudinuskaの形象である上に，その devaが何ゆえに Rus'rこ災厄

をもたらすかということは全然説明されていません.もっとも deva-obidaの形象が実際に口碑文学

に用いられていること詰事実ですが(参照:Obrφska-Jablonska， 125 f.，なおこの注釈書は他方では

Jakobsonの説をかな歩くわしく紹介しています入私見によれば，この形象の用いられている con-

text，つまり様式的環境ともいうべきものが根本的に異る以上， 少くとも口碑文学の reminiscence

だけで slovoの obida，deva， lebed' の諸形象を説明し去ることはあまりに安易な態震ではないか

と思います.ソヴェートの学者達が強調する Slovo と口碑文学との関の密接な関係を否定すること

はできませんけれども，能方又 Jakobsonの指摘するように(“Speculnm，Vol. XXVII， No. 1， 65)， 

もし Slovoを rKievの，及び汎ヨーロッパ
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イーゴリ遠征謹

76-77 iみだれiまらむ世をよびさましたJ 云々一一Jy6yぇH(A y 6Y，ilH) )ImpHH BpeMeHa 
(P . A ，) yco6沼口a.(PA .なし)(77) KH兄3eMb(P -Mo) Ha noraHbHI no6も，Ua(PAなし)norbI6e. 

Lixacev (17，87)は J76のさいごでは PAの punctuationを生かし， y6y江区を ynyll況に訂正してp

<mporH剖 aBpeMeHa 06HJIHH>>と訳し，次のきs分(J77)では， Pの;y"co6H1.J;a KH叉3eMoHa IlO-
raHbI匁 norbI6eをそのまま認めて，く:<60pb6aKH冗3eHnpoTI-m rroraHbIX npeKpaTH瓦aCb>> と訳して

い主す.多くの誌の注釈者も同様です(例えばNahtigal，36 37; Obrφska-Jabronska， 103， 152). 

この様な読み方は， yco6HIJ;aがここでは単に 6opb6aを意味するというかなり恋意的な解釈を前提

としていますが， Jakobsonはこれを認めず¥上記の如き訂正をほどこしました (LaGeste， 85).つ
まり YC06HIJ;3を Gen.sg.と耳元って)KHPH兄にかけ， noraHbI兄と norbI6eの需に主語としてIlO-

6も，ilaを入れたわけです.この解釈の強み辻 yco6HIJ;aHa noraHbI兄とむ、う結合そのものがかな号無

理であるのに反して， Ha noraHbIH no6iうえaならば多くの用例があること， no6も江aの挿入iこよって

alliteration (rroうが更に強化されること，更に y6y尽日が Pのまま残り， yco6HIJ;aも普通の意味

に解釈できること，などです.なお A.Stender-Petersen (op. cit. 148)は，この訂正を支持してい

ます.
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